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〈論文〉

練りきりの色彩構成が小学生の食嗜好性に及ぼす影響

―練りきり (和菓子)を用いた食育教材一

村上 陽子
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1.は じめに

食品の嗜好価値は,味覚に代表される化学的特性 ,

および,外観特性 (形,色,つや),香 り,テクスチ

ャー,温度などの物理的特性によつて決定される。

食における色の効果を大切にしてきた我が国には,

和菓子という伝統的な菓子がある。「五感の芸術」と

称されるように,和菓子は視覚,味覚,嗅覚,聴覚,

触覚のすべてで楽しむことができる。特に,きんとん

や練 りきり,こ なしに代表される茶席の和菓子は,①
季節や行事,客の好みによつて種類・色・形・材料な

どが使い分けられる,②形状やテクスチャーが多様で

ある,③色,形,菓銘などで季節感を楽しむことがで

きる,④形状や色によつて具象的にも抽象的にも表現

できるなど,他国の菓子には見られない優れた特徴を

もつ。また,栄養面から見ると,⑤油脂を使わないた

めカロリーが低い,⑥卵や小麦粉の使用頻度・使用量

が低いため,これらに起因する食物アレルギーの心配

が少ない,⑦摂取量が減少傾向にある小豆などの豆類

を主原料にしており,豆類に対する嗜好性の向上や利

用の見直しに繋がるという利点をもつ。さらに,季節

感を表現する和菓子においては,色の配色,濃淡など

色彩に関して繊細な心遣いがなされており,それが食 ヽ

べる人の食欲に大きな影響を及ばしていると考えられ

る。つまり,食品の色と嗜好,食欲は不可分の関係に

あるといえる。

一方,現代社会においては,加工品の普及により,

簡便性・合理性・利便性が重視され,食の色彩は軽視

される傾向にある。加えて,ヽ 食生活の洋風化により,

和菓子の喫食頻度は減少傾向にあり,食文化の継承と

いう面において懸念すべき状況である。

著者が大学生を対象に行なつた調査 1)2)3)に よる

と,和菓子の食嗜好性は低くはないものの,洋菓子に

比べて喫食頻度や学習経験が少なかつた。こうした若

年層の和菓子離れが,日 本の食文化に大きな影響を与

えると考えられる。

食文化にっいては,食育基本法 (平成 17年),食
育推進基本計画 (平成 18年),食に関する指導の手

引き (平成 19年)において,その重要性が謳われて

いる。平成 20年改訂の学習指導要領においても,学
校教育活動全体の食育の推進,文化と伝統に関する学

習の充実が盛 り込まれている。食育については学校で

取り組みが行われているものの,栄養教育など学習内

容に偏重がみられ,食文化の一つである和菓子に関し

てはほとんど学習が行われていないのが現状である
3)。

子どもの頃から和菓子に触れる機会を持つことによ

り,食経験を深めることができる。さらに, 日本の食

文化や伝統に対する興味・関心を喚起させ,食文化の

継承に繋がる。また,子 どもは色に対する興味が強い

とされることから,子 どもが豊かな色彩感覚を育成す

るためにも,多種多様な色をもつ和菓子は有効な食材

といえる。

本研究室では,和菓子の中でも色の美しさが特徴で

あり,色・形の変化により季節感や造形美を表現でき*静岡大学教育学部
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る練りきりに着目し,食育教材としての可能性につい

て研究を進めている。これまで,幼稚園児4)ぉ ょび

大学生5)を対象に,練 りきりの色彩構成が食嗜好性

に及ぼす影響について検討し,食育実践を試みている。

また,和菓子や食文化の理解を深め,食文化の継承

において効果的な食育のあり方を検討することを目的

として,小学生を対象に,練 りきりを食育教材として

用いた授業実践も行なつている6)。
本実践の研究の

流れは,①小学校における食育教材としての提案,②
練りきりの食嗜好性および色嗜好性の調査,③練りき

り作りを通したものづくりと学習効果の測定となって

お り,前報6)に おいては①を報告した。本報では,

色の美しさと多様性が特徴的な練りきりの色彩構成が

小学生の食嗜好性に及ぼす影響について検討した。

前述したように,和菓子の色の多様さやそれにより

もたらされる造形の美しさは魅力の一つに挙げられる

が,和菓子の色彩構成が食嗜好性に与える影響につい

ては明らかにされていない。食品の色彩嗜好について,

Birren 7)が 食欲増進 と減退の程度を報告しているが,

日本では実際の食品を用いた調査はほとんどなく8)

9)10,十
分な検討が行なわれているとはいえない。

練りきりの色彩構成が食嗜好性に及ぼす影響を検討

することにより,色の嗜好性と食欲の関係を明ら力」こ

できる。また,幼稚園児4)ゃ大学生5)の結果と比較

することで,世代間における相違を知ることができ,

年代 (校種)にあった食育教材の開発に反映させるこ

とができる。また,生活の場面においては,年齢構成

や性別の異なる人たちと食事を摂る際,多 くの人がお

いしさを感じられる食卓演出を考えることができる。

練りきりを食育 (色育)教材として授業の中に導入

することにより,子どもたちの食べ物の色への関心を

高め,色彩を大事にしてきた我が国の和菓子という食

文化を学び,継承することに繋がる。これにより,現
在の食育に欠落している食における色の効果やその重

要性を伝える一助となり,多角的な視点に立った食育

教材の開発に繋がることが期待される。

2.方法

1)調査対象

対象は,静岡大学教育学部附属静岡小学校の6年 1,

2, 3組の児童 (男子 56名 ,女子 52名 )の計 108名

である。実施期間は 2009年 12月 -1月 ,教科は家庭

科である。なお,対象校は教科担任tllで あり,すべて

のクラスを同じ家庭科教員が担当している。授業対象

者である児童は,和菓子または食文化については学習

していない状況であつた。

調査に際しては,食後 2時間程度たつた空腹でも満

腹でもない状態で回答してもらつた。尚,官能検査の

実施時期 (季節)については,予備調査において,練
りきりの食嗜好性に影響を与えないことを確認してい

る。

2)調査方法

調査に用いた練 りき りの色相は,「 赤」 「橙」

「黄」 「緑」 「青」「紫」「茶J「黒」 「白」の 9色

である。なお,和菓子で多く用いられる「ピンク」は,

純色の赤に自 (または灰色)を混ぜた明清色 (ま たは

中間色)であるため,「赤」に分類 した。このうち,

「赤」 「橙」「黄J「緑」「青」に関しては,合成着

色料によつて着色したもの (以下,合成着色料)と ,

食材 (以下,天然色素)で着色 したものの 2種類があ

る。「紫」 「黒」は天然色素のみで着色した。

練 りきりは既報
4)に

従い調整 し,丸い形に成形 し

た (各 3g)。 各検体は 1色相 1ト ニンのみで着色 し

た。色づけに用いた着色料の種類および濃度は表 1の

とお りである。天然色素の食材は静岡市内のスーパー
,

および製菓専門店・富澤商店のものを使用 した。天然

色素の青は (株)私の台所の粉末食用色素,合成着色

料は三栄源エフ・エフ・アイのものを使用 した。

着色 した練 りき りの色は色彩色差計 CR-400/410

(コニカミノルタ センシング株式会社)で測定した

(表 2)。 色を表現するには様々な方法があり,物体

の色を数値や記号で表現する方法を表色系と呼ぶ。今

回測定した色調の表色には,L*a*b*表色系とL*C*h表

色系を用いた。L*がb*表色系は広く使用 されている表

色系で,国際照明委員会 (CIE)で規格化 され, 日本

でも」ISにおいて採用されている。L*a埼*表色系では

明度を L*,色相と彩度を表す色度を a*,b*で表す。

a*,b*は 色の方向を示 してお り,a*は赤方向,一a*は

緑方向,b*は黄方向,―b*は青方向を示 し,数値が大

きくなるに従い色鮮やかとなり,小さくなるに従いく

すんだ色となる。L*C*hは L粕*b*表色系をベースに別

座標系に表現しなおしたもので,L*は明度を,C*は彩

度を表 してお り,C*の値が大きいほど色鮮やかに,小
さいほどくすんだ色となる。hは色相角度を示 し,移
動角度により色の位置が分かるようになつている 9)。

まず,天然色素で着色した練 りきりについて,食ベ

たいと思 う色と濃度について調査 した。用いた色相は,

「赤 (濃・淡)」 「橙 (濃・淡)」 「黄 (濃・淡)」

「緑 (濃・ 淡 )」 「紫 (濃 0淡 )」 「茶」 「黒」

「白」である (図 1)。 まず,これらの練 りきりを 1

色ずつ紹介した後,黒色のお盆に乗せ,食べたいと思

う色を 1人ずつ 1色選んでもらい,実際に食 してもら

つた。これを 3回繰 り返 し, 3位まで計測 した。選ん

だ色相とトーンにつぃては,観察者が記録用紙に記入

した。観察者は子ども4～ 5人につき 1人配置した。

次に,同一色相・同一 トーンの練 りきりについて ,

着色料の相違が食嗜好性に及ぼす影響について検討 し

た。合成着色料または天然色素で着色 した 「赤」

「橙」 「黄」「緑」 「青」の 5つの色相の練 りきりを,
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表 1 着色食材および使用量

艶料 電鶴ド 言勇墨ξ♂ 遍鼻ξ階錫 曇す盲ぢ
λ

自        ―          ―

赤旧 赤かぶ  露
橙 1彊|  にんじん   鳳
黄 1彊|  カボチヤ   黒    自

天然色素
  緑

  1彊|  
ホウレン草      ::

青囮 (M曇)鮒
紫圏 糖   器

茶            一              
―

黒     黒ごま      200

合成着色料   1置 |

0.02

0.05       白

表2 練りきりの色彩色差計の結果

着色料
色相・      レ

濃率系列   AvL I SD   Avg ± SD   Avg ± SD Avg 士 士sD  Avg士 士SD  Avg ± 士SD

天
然
色
素

白    67.95 ±0.62   0.24 ±0.04  12.16 ±0.23 69.07  ± 0.41    11.44 ± 0.08     90.62  ± 0.10

赤
1逼 |

56.05  ± 0.04     15.08  ± 0.22     5.31  ± 0.11

39.00  ± 0.74    21.30  ± 0.25     8.35  ± 0_30

57.24 量=0,12    15.60 量=0.03     19,21  量
=0.12

38,58 量=0.17    24.38 」il,77     22.30 量=0.11

橙
1彊 |

61.22  量=0.32     3.88  量=0.12    32.44 量
=0.53

57,79  ± 0.11     11.64  ± 0.42    43,97  ± 1.26

61.12  ± 0.30    38.29  ± 0.36     81.34  ± 0.05

59.24 量=0_26    48.53 壼=0.33     76.35  量
=0.21

黄
1彊 |

62.41  量=0.17    -0.35  量=0.06    35.27 10_64
60.64  ± 0.16     3.73  ± 0.07    52.45  ± 0.48

61.88  壼10.26    35,86 量=0.21     90,89 量=0.05
58,09  ± 0.48    54.48  ± 0.16     85.94  ± 0.00

緑
1握 |

52.19  ± 0.34    -9.67  ± 0.03    23.60  ± 0.13

86.39 量=0.14    -9,90 J=0.16    17.43 量
=0.16

57.39 量=0,37    23.54 量=0.27    112.98 量=0.07
37.14  ± 0,08    21.28  ± 0.25    119.99  ± 0.09

青
1層 |

54.28  ± 0.40    -4.22  ± 0.06    -3.12  ± 0.11

48.98  ± 0.09    -o.o6  ± 0.04   -18.29  ± 0.07

52.79 量=0.14     5.76 量=0.01    222.52  「 0.12

48.45  ± 0.27     17.80  ± 0.14    268.40  ± 0.11

紫
1置 |

39,25  ± 0.49    11.38  ± 0。 40    -6.02  ±0.17

34.08  10.22    12.48  J=0,22    -9.30 =10.10

40.79  ± 0.84    12.18  ± 0.41    329.46  ± 0.17

35.39 量=o.54    15.30 量
=0.10   321.92  ± 0.51

茶    28.93 ± 0.29   8.64 ±0.26   3.59 ±0.13 29.94 量=0.67     8.66 10.36    20.37 量=0.22
黒    21:33 ± 0.55  -0.81 ±0.12  -6.37 ±0.16 21.87 量=0.19     6.58 量=0.08    263.53  量=0.58

合
成
着
色
料

赤
1彊 |

63.08  ± 0.48    16.51  ± 0.21    12.40  ± 0.28

50.40 ± 0,14    32.33  ± 0.14    15,48 ± 0,10

58.90  ± 0.18    19.75  ± 0.16     32.78  ± 0.13

50.87 量10.18    36.75  量=0.31     25.15  量
=0.13

橙
1置 |

57.38  量=0.52    16.60  量=0.40    28.07 ± 0。 64

51.57  ± 0.59    29.97  ± 0.52    37.80 ± 1.11

56.53  ± 0.20    29。 19  ± 0.14     59.96  ± 0.09

49.74 ± 0.15    44.82  量=0,18     52.15  量=0.17

黄
1暑 |

70.68  ± 0.11    -7.48  ± 0.02    38.07  ± 0.12

66.58 ± 0.04    -9,64  ± 0.07    56.24 ± 0.24

71.80  ± 0.25    39.48  ± 0。 14    100.99  ± 0.02

66.15 ± 0.22    57.83  量=0.34    99.35  
■ 0.02

緑櫃|

64.44 ± 0.27   -16.32  ± 0.03    15.28 ± 0.08

59。 13 量=0.15   -28.68  量=0.62    16.77 ± 0.20

64.83  ± 0.08    22.52  ■ O.11    136.62 ± 0.06

60.07 ± 0.82    32.96 ± 0.26    149.50  ± 0.33

青
1彊 |

60.97 ± 0.17   -11.62  ± 0.03    -7.50 ± 0.07

42.70  ± 0.18   -10.38  ± 0。 13   -19140  ± 0.04

56.26 ■ 0.44    15.04 ± 0.16    215.24 量=0.30
43.49  ± 0.30    22.08  ± 0.09    243.20  ± 0.30

黒色のお盆に並べ実験に供した (図 2)。 それぞれの   また,これらの練りきりの中から,おいしそうと思

着色料・色相について,薄い トーンと濃い トーンを設   う色 (色相・ トーン・着色料)と ,まずそうと思う濃

け,どちらの色合いが好きか, トーンと食嗜好性の関  度 (色相・ トーン・着色料)を回答してもらつた。前

係についても検討した。この調査に当たつては,子ど  者については 1つ選択,後者については複数回答とし

もたちを4～ 5人のグループに分けて,少人数で練り  た。

きりを観察できる環境を整えた。この際,被験者が自   色の表示方法 として,PCCS表色系 (Practical

分の判断のみで答えるよう注意を促し,質問用紙に自  Color Co― ordinate Syste■ l:日 本色研配色体系)を用

記式・記名式で回答してもらつた。           い,「色相」と「トーン」の 2系列により色彩の基本
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系列を表 した 1の 1⇒
。なお,練 りきりの着色濃度を変

えることにより,彩度と明度の複数概念である トーン

(色調 :色の調子)が変わるため,文中では「濃度」

と「トーン」の 2つ の表現を同義語 として用いること

を予め断つておく。また,色相の同じ系列でも, トー

ンにおいては「明・暗,強・弱,濃・淡,深・浅」の

違いがある 1の lD。
濃度の低い場合においては薄い ト

ーン,濃い場合は濃い トーンとい うような表現を用い

た。有意差については独立性の検定を用いた。

3.結果および考察

1)一般的な色の嗜好性

予備調査として,一般的な色の嗜好性について調査

した (図 3)。 「とても好き」「まぁまぁ好き」を高

嗜好群,「あまり好きではない」「きらい」を低嗜好

群として検討 した。暖色についてはピンク,橙,中性

色については紫が,女子に有意に好まれていた。反対

に,寒色の青,中性色の緑,無彩色の黒は男子に有意

に好まれてお り,男女間で色の嗜好性に相違が見 られ

た。

2)練 りきりの色彩構成が食嗜好性に及ぼす影響

天然食材で着色 した 13種類の練 りきり (図 1)を
用意 し,どの色相・ トーンの練 りきりを選ぶか,調査

した。選択できる練 りきりの個数は一人 3個 とし, 1
回ごとに食 してもらった。ここでは, 1回 目で選択 し

た色相および トーン,および 1～ 3回まで合わせた結

果について,概要を述べる。

まず, 1回 目に選択した結果を見ると (図 4),男
女間で相違が見られた色相は,赤,黄,緑,紫,黒で

あり,橙,自 ,茶については相違が見られなかった。

赤 (薄),黄 (薄),紫 (薄)については,男子より

女子の食嗜好性が有意に高く (すべて p<0.01),特
に赤 (薄)は女子に顕著に好まれていた (32.7%)。

反対に,女子より男子の方が食嗜好性が高かつたのは,

緑 (濃)と 黒であった (p<0.01)。 男子で最も好ま

れていたのは緑 (濃)で 26.0%,女子では赤 (薄 )

であり (32.7%),男女で好まれる色相が異なること

が示唆された。

また,同一色相において,薄い トーンと濃い トーン

の食嗜好性を比較した場合,女子は薄い トーン (赤 :

p<0.01),男 子は濃い トーン (黄 :p<0.05,緑 :

p<0。 01,紫 :ρ<0.05)を好んでおり, トーンが食

嗜好性に及ぼす影響は男女間で異なることが明らかと

なった。

幼稚園児 (年長)4)の結果と比較すると,女子が

薄い赤を顕著に好む傾向は一致していたが,男子では

幼稚園児では濃い紫の嗜好性が高く,小学生男子との

間で相違が見られた ((p<0,01)。 男子が緑に対す

る嗜好性が高かったことについて,野村は色の嗜好性

は子どもの成長とともに短波長 (青や緑)の色相へ移

行するとしており,食経験を含めた成長による変化が

要因として考えられる。

1～ 3回 目まで合わせた結果を見ると (図 5),赤 ,

橙,黄色,紫 ,自 ,茶で男女間で嗜好性に相違が見ら

れた。赤 (薄),橙 (薄),黄 (薄)については,女
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図 1 天然色素で着色した練りきり

(濃 ) (薄 )1(湊)i(許 ) く濃)1(薄 )i(濃 )

紫

図4 色の異なる練りきりに対する嗜好性 (1位 )

同一色相 。同一 トーンの練 りきりについて、男女間で有意差があった もの

は,女子のパーの上に記 した ← p<0.1,特 pく0.05,絆 p<0.01)。

図2 着色食材および トーンの異なる練りきり

〈薄)l(濃)l(薄)|く 濃)I(薄)!(濃)|(薄)l(濃 )|(薄 )!く 濃)l自  茶  黒

赤 1概  1黄  1緑  1紫
図 5 色の異なる練 りきりに対する嗜好性 (1位 い3位の合計 )

同一色相 。同一トーンの練りきりについて、男女間で有意差があつたもの
は,女子のバーの上に記した (*ρく0.1,特 pく 0.05,*林 pく 0.01)。
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子で有意に高く (すべて ρ<0.01),橙 (濃),紫
(濃),自 ,茶については男子の方が有意に高かつた。

同一色相において, トーンの違いが食嗜好性に及ぼす

影響についてみると,女子は薄い トーン (赤,橙,黄 ,

紫),男子は濃い トーン (橙,黄,紫)の方が有意に

食嗜好性が高かつた。特に,赤,橙,黄,紫でその傾

向が顕著であつた。また,女子においては,赤 (薄 )

が最も好まれ (19.8%),他 の色相・ トーンについて

は, 5～ 10%程度の食嗜好性を示した。一方,男子に

ついては,最 も好まれていたのは黒であつたが

(16,2%),緑 (濃),紫 (濃),自 ,茶が 10%を

越えていた。このことから,女子は 1色相 01ト ーン

に集中するなど嗜好性の高い色が限定されているのに

対し,男子は多様な色相を好む傾向にあるといえる。

3)着色料が食嗜好性に及ぼす影響

合成着色料と天然色素の色合いを比較した場合,一

般に合成着色料は同一彩度の時には明度が高く,明る

く鮮やかな色合いとなる。

そこで,赤,橙,黄,緑,青の色相について,合成

着色料で着色したもの,または天然色素で着色したも

のについて,それぞれ濃度の異なる2種類 (濃淡),

合計 20種類の練 りきりを用意した (図 2)。 各色

相・各 トーンにおいて,合成着色料と天然色素のどち

らの色合いがおいしそうに見えるかについて検討した。

図 6は合成着色料と天然色素を嗜好した者の割合,表
3は合成着色料と天然色素の割合に有意差があるかど

うかを記したものである。

赤については,濃度の高低に関わらず,男女とも合

成着色料の色合いを顕著に好んでいた (いずれも ρ<
0.01)。 合成着色料の色合いが好まれる割合は他の色

相と比べて最も高かつた。こうした傾向は,大学生
5)で も同様であり,世代に関わらず好まれる トーン

であるといえる。               ・

橙については,濃度の高低に関わらず,男女とも天

然色素の色合いを好んでいた。特に;濃い トーンにお

いては,天然色素を好む割合が女子で顕著であつた

し<0,01)。

薄い赤1盤草|

濃い黄ll撃 |

薄い青
1曇草;

儡   l錨   2盛   3銘   4麟   5曝   50%  7幅   8幌   90%  10幅

図 6 練 りきりにおける天然色素および合成着色料に対する嗜好性
ほぼ同明度になるように着色食材 (天然色索または合成着色料)で調整した同色の練りきりを
見てもらい、どちらの色合いが好きかを回答してもらつた (男 子56人、女子52人 )。

←βくal、 書 p<0.05,料 嗜pく o.01)

表3 食嗜好性に及ぼす着色料の影響

(薄) (濃 ) (薄) 儀 ) (薄) 機 ) (薄) (濃 ) (薄) (濃 )

男子

女子

同一色相・ 同一 トーンの練 りきりを見て、合成着色料または天然色素のどちらの色合いがおい しそ うに

見えるか、各色相・各 トーンで検討 した (男 子56人、女子52人 )。

着色料の相違によって食嗜好性が異なるものを検討 した ← p<0.1、 料 p<0.05、 辮 p<0.01)。
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合成 l天然 l合成 1天絡 1合成 :天然 奮裁 :天 然 l合成 Iだ然 l合成 1天 然

薄い織 1 趣い機  1 薄い業 濃い織  l 薄い lli ! 談い青

図7 最も高い食嗜好性を示す練りきりの着色食材およびトーン

合成着色科または天然色素で着色 した様々な色相・ トーンの練 りきりの中から,も つとも
美味 しそ うに見える練 りきりを 1つ選択 してもらった (男子56人 ,女子52人 )。

同一着色料・同一色相・ 同一 トーンの練 りきりにおいて,男 女間で有意差があった ものは
女子のバーの上に.‐lした l■ p<0_1,轟 p<0.05,*料 p<0.ol)。

図 8 練 りきりにおける嗜好性の高い色相および トーン

着色食材に関係なく,美味しそうに見える色相とトーンを選択してもらつた。
男女間で有意差があつたものは,女子のパーの上に記した。
(男 子50人 ,女子52人 ,■ pく 0.1,特 pく 0.05,**彙 p<0.01)

黄については,薄い トーンでは男女とも合成着色料

の色合いを好んでいたが し<0.01),濃い トーンで

は男子が合成着色料 (ρ<0.01),女子では天然色素

(p<0.01)が有意に好まれるなど,男女間で相違が

見られた。合成着色料の濃度が高くなると,明度・彩

度ともに高くなり,天然の色素には見られない,人工

的な鮮やかな色調となる。男子は合成着色料の鮮やか

さを好み,女子は天然色素の呈する,明度がやや低い,

落ちついた色調を好むといえる。

緑については,薄い トーン・濃い 卜‐ンともに天然

色素が好まれる傾向にあった。ただし,男子では薄い

トーンで有意に天然色素が好まれていたが し<0.1),

濃い トーンでは嗜好性に相違は見られなかつた。女子

においては,薄い トーンでは合成着色料と天然色素の

嗜好性に相違は見られなかったが,濃い トーンでは天

然色素が有意に好まれるなど,男女間で嗜好性が異な

つていた。濃い トーンにおいて,女子が天然色素を好

んだ理由は,黄と同様,合成着色料の呈する高彩度の

色調 (vト ーン)よ りも,天然色素の落ちついた色調

(dpト ーン)を好むためと思われる。

青においては,薄い トーンでは男女とも合成着色料

を好んでいたが (p<0.01),濃 い トーンでは男子は

合成着色料 (p<0,01),女 子では天然色素 (p<
0.ol)を有意に好むなど,黄と同様の傾向を示した。

これらのことから,男子に比べて,女子は濃い トー

ンでは天然色素の色合いを好む傾向があるといえる。

大学生を対象に行なった調査 5)においても,女子

は男子に比べて天然色素の色合いを好む結果が得 られ

てお り (黄,緑),こ うした性による色嗜好性の相違

は,小学生の段階で生じていることが示唆された。

4)最も嗜好性の高い色相および トーン

上記の練 りきりにおいて,最もおいしそ うに見える

練 りきりを 1つ選択 してもらった (図 7)。

男子で最も好まれたのは,濃い青 (合成着色料)で
あり (17.9%),女子では薄い赤 (合成着色料)であ
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うた (25.0%)。 これらは異性と比べた場合,有意に

高かつた。男子は次いで,濃い黄 (合成着色料 )

(14。 3%),薄い緑 (天然)(10,7%)と 続いており,

女子は濃い黄 (天然色索)(11.5%),濃い黄 (合成

着色料)(9.6%)と 続いた。

これらの結果をまとめて,着色材料に関係なく,お
いしそうに見える色相とトーンを表したのが図8であ

る。これから,男子では濃い青と濃い黄であり,前者

については女子に比べて有意に高かった (p<0.05)。

さらに,男子では薄い緑,濃い緑と続いた。

女子では薄い赤が顕著に高く,男子に比べて有意に

高かつた (p<0.01)。 次いで,濃い黄 (男女で有意

差なし),薄い黄 (男女間でρ<0.01)と続いた。

色相で見た場合,男子は黄,緑,青,女子は,赤 ,

黄を好む傾向にあるといえる。また,女子は薄い トー

ン,男子は濃い トーンを好んでいた。

大学生の調査結果 5)か らも,女子は男子に比べて

薄い トーンを有意に好む結果が得られており,小学生

段階から食嗜好性に及ぼす トーンの影響が男女によつ

て異なることが示唆された。

5)食嗜好性の低下に関わる着色食材と色彩構成

合成着色料または天然色素で着色した濃淡 20種類

の練りきり (図 2)について,おいしそうに見えない

ものについて,複数回答で選択してもらった (図 9,

表 4)。

男子において,最も低い食嗜好性を示したのは濃い

赤 (天然色素)57.1%であり,次いで薄い青 (天然色

素)42.9%,濃 い緑 (合成着色料)33.9%であつた。

女子において,最も食嗜好性が低かつたのは濃い青

(合成着色料)59.6%,次 いで濃い緑 (合成着色料)

50.0%,濃い赤 (天然色素)40.4%であつた。

女子に比べて男子の割合の方が高かつたもの,すな

わち,男子の嗜好性が有意に低かつたのは,薄い赤

(天然色素),濃い赤 (天然色素)薄い橙 (天然色

素),濃い黄 (天然色素),濃い緑 (合成着色料)で
あつた。女子の方の嗜好性が有意に低かつたのは,濃
い黄 (合成着色料),濃い緑 (合成着色料),薄い青

(合成着色料)であった。これらのことから,男女間

で色相および トーンの嗜好性に男女間で相違があるこ

と,また,男子は合成着色料,女子は天然色素の色合

いを好む傾向にあるといえる。

図9 練りきりの食嗜好性の低下に及ぼす着色食材およびトーンの影響

合成着色料または天然色素で着色 した練 りきりのうち,美味 しそ うには見えないものを
複数回答で選択 してもらつた (男子56人 ,女子52人 )。

同一着色料・ 同一色相・ 同― トーンの練 りきりにおいて,男 女間で有意差があつたものは

女子のィく―の上に記 した ← p<0.1,彗 ρ<0.05,*十 *p<0.01)。

表4 食嗜好性の低下に及ぼす着色料の影響

(薄) (濃 ) (薄) (濃 ) (薄) (濃) (薄) (濃) (薄) (濃 )

男子

女子

合成着色料または天然色素で着色した5色湘・ 2ト ーンの練りきりを見て、「おいしそうには見えないもの」

を複数回答で選択してもらった (男 子236個 、女子2"個 )。

同一色相 。同一トーンの練りきりにおいて、着色料の相違によつて食嗜好性が変化したものについて検討した。

(*p<0.1、 料 p<o.o5、 料*p<Q01)
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図10 練りきりにおける嗜好性の低い色相および トーン

雷晏禽尊署響璽禁底ち通ぼ言こ:こ晏季3負望ム上Ittt経贅
選択してもらった。

(男子50A,女子52人 ,*pく■1,林 ′く,05′ 織 β<0.01)

また,着色材料に関係なく,おいしそうには見えな

い色相とトーンを示したのが図 10である。数値が高

いほど,嗜好性が低いことを表す。

これから分かるように,女子においては全ての色相

で濃度の増加に伴い,食嗜好性が低下しており (p<
0.01)′ 男子に比べて女子の食嗜好性は色彩構成 (色

相・ トーンの濃淡)によって大きく影響を受けること

が示唆された。

こうした傾向は大学生5)においても同様であり,

女子の方が色彩の変化をより繊細に感じ取つていると

いえる。こうした差異が発達段階のどのあたりから生

じるのかについては,今後の検討課題である。

4.食育教材としての活用

食の嗜好は子どもの頃に形成されるといわれている。

したがつて幼児・児童期に多様な食経験を重ね,その

食材に対する抵抗感をなくすことが重要となつてくる。

これは,和菓子についても同様である。

練りきりという食育教材は,和菓子の食経験を増や

すだけでなく,色そのものに対する関心,その着色食

材,ひいては食品全般に対する関心を高める効果をも

つことが期待できる。ここでは紹介しなかったが,本
実践においては,子 どもたちに練りきりを実際に作つ

てもらつている6)。 五感を使って楽しむことができ

るため,これにより日本の伝統食 (色)に触れ,食文

化理解に繋がると考えられる。

さらに, リキュール,エ ッセンスなど香りを多用す

る洋菓子とは異なり,和菓子は素材そのものの香 りを

大切ヤ|する。お茶の味わいをいかす意味もあつて,和
菓子はほとんど香りをつけない。静岡県はお茶どころ

であるため,総合的な学習の時間,あるいは社会科の

時間と連携して,お茶の学習とも結びつけることで,

より食文化の学習を深めることができると思われる。

子どもの食生活は親の影響を受けるとされるが,練

りきりの教材は子どもから親に影響を与えることがで

きると考えられる。前報 6)で
紹介したように,子 ど

もの作つた作品の写真などを通じて保護者へ伝えたり,

あるいは参観日などに親子で作つたりすることも可能

である。このように,子 どもを通じて保護者を交える

ことで,その家庭全体における和菓子 (練 りきり)に
対する意識,食に関する意識の変容が可能であると考

えられる。

「練りきり」という存在が子ども達に認知されるこ

とで,練りきりに対する親しみや関心,嗜好性が増加

したと思われる。また,着色材料の授業を通して,

「練 りきりJが子どもの日々の生活の中に浸透し,そ
れに付随して資や文化に対する関心を高まることを期
待する。

5.要約

練 りきりの色彩構成が小学生の嗜好性に及ぼす影響

について検討 した結果,以下のことが明らかとなつた。

1)天然色素で着色 した練 りきりについて,男女間で

好まれる色相に有意な相違があった。また,女子

は薄い トーン,男子は濃い トーンを好む傾向が見

られた。

2)練 りきりを合成着色料,ま たは天然色素で着色 し,

どちらの色合いの食嗜好性が高いかを検討 した。

赤については, トーンの濃淡に関わらず,男女と

もに合成着色料の嗜好性が高かったが,その他の

色相については,特に濃い トーンにおいて,女子

は男子に比べて天然色素の色合いを好む傾向が見

られた。

3)女子は合成着色料で着色 した薄い赤を最も好み ,

男子は合成着色料で着色 した濃い青を最も好むな

ど,男女間で,食嗜好性の高い色相・ トーン・着

色材料が異なることが明らかとなった。

4)男子は天然色素で着色 した濃い赤,女子は合成着
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色料で着色した濃い青に対する食嗜好性が最も低

かつた。

今後は,本教材による学習効果を分析し:さ らに他

学年,他校種での実践も検討する。これらを通して,

効果的な食育教材として検討していく。

本研究に御協力いただいた静岡大学教育学部附属静

岡小学校の畑美帆子先生に深く感謝いたします。また,

本研究は平成 21年度文部科学省科学研究費補助金

(研究課題番号 121500757)に よつた。
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